
 
 
 
 

令和 8 年度（2026 年度） 
 

近畿大学大学院 
総合文化研究科 

 

学生募集要項 
 

 
 
 
 
 
 
 

『学生募集要項 別冊（研究科共通）』とあわせてご確認ください。 
 

 
 



  目  次    

０  アドミッションポリシー…………………………………………………………………………１ 
１  近畿大学教育方針…………………………………………………………………………………１ 
２  総合文化研究科のアドミッションポリシー（入学者受入れ方針）…………………………１ 
 
１  入学試験 …………………………………………………………………………………………３ 
①  入学試験日程表 …………………………………………………………………………………３ 
②  入試予備日 ………………………………………………………………………………………３ 
 
２  出願資格 …………………………………………………………………………………………４ 
①  修士課程 学内入学選考（９月募集）…………………………………………………………４ 
②  修士課程 一般入学選考（９月募集・２月募集）……………………………………………４ 
③  修士課程 社会人入学選考（９月募集・２月募集）…………………………………………５ 
 
３  出願書類 …………………………………………………………………………………………６ 
 
４  選考方法 …………………………………………………………………………………………７ 
①  修士課程 学内入学選考（９月募集）…………………………………………………………７ 
②  修士課程 一般入学選考（９月募集・２月募集）……………………………………………７ 
③  修士課程 社会人入学選考（９月募集・２月募集）…………………………………………８ 
 
５  その他 ……………………………………………………………………………………………９



1 
 

アドミッションポリシー 
 
 
 
本学は、未来志向の「実学教育と人格の陶冶」を建学の精神とし、「人に愛される人、信頼される人、尊敬される
人の育成」を教育の目的として掲げてきました。この「建学の精神」と「教育の目的」は、知識基盤社会へ転換し
ようとする 21 世紀の日本において、いっそう必要とされる理念であると自負します。 
本学が、総合大学として各学部の特色を生かしながら、共に手を携えて目指そうとしているのは、「実学教育」と
「人格の陶冶」の融合です。真の「実学」とは、必ずしも直接的な有用性を志向するだけではなく、その事柄の意
味を学び取ることを含みます。現実に立脚しつつも、歴史的展望をもち、地に足をつけて、しなやかな批判精神や
チャレンジ精神を発揮できる、創造性豊かな人格の陶冶を志向するものです。「自主独往の気概に満ち」、生涯に
わたって自己の向上に励み、社会を支える高い志をもつことが「人に愛され、信頼され、尊敬される」ことにつな
がります。このような学生を社会に送り出すことが、これからの時代に、本学が目指す社会的使命であります。 
 
 
 
 
日本文学専攻 
総合文化研究科日本文学専攻は、近畿大学の建学の精神である実学教育と人格の陶冶に則り、専門的な知識によっ
て自ら新しい価値を生み出すことのできる柔軟な思考力と豊かな創造力を持った人材を育成するため、以下のよう
な意欲と能力を持つ人を入学者として受け入れます。 
 

1. 日本文学・日本語学・創作・批評などの学問分野の知識や技能の修得に加えて、それを活用して教育・文
化に関わる仕事に携わりたいという意欲と能力を持つ人。 

2. 日本文学・日本語学の学問分野に興味を持ち、その研究を通して文学や言語について考察し、かつ研究者
としての基礎を身につけたいという意欲と能力を持つ人。 

3. 創作・批評の分野に興味を持ち、それについて学ぶことを通して、現代社会が直面する諸問題に対する問
題意識を獲得したいという意欲と能力を持つ人。 

 
上記のポリシーを実現するため、日本文学専攻では出願資格を明確に定め、年間 2 回の入学試験を実施します。
入学試験では、外国語の筆記試験、専門分野に関する筆記試験と口頭試問を行い（出願資格により異なる）、研究
計画書の審査を加えて入学者選抜を行います。 
 
英語英米文学専攻 
総合文化研究科英語英米文学専攻は、近畿大学の建学の精神である実学教育と人格の陶冶に則り、ジャンルを超え
た広い視野をもって、英語という言語の性質を探求し、英語圏文学作品の研究を目指す人を国内外から広く受け入
れ、専門性と関連領域の学識を高めていきます。このような方針に基づき、以下のような学生を求めます。 
 

1. 言語としての英語や英語圏の文学作品に強い関心があり、高度な英語力を持つ人。 
2. 英語圏の文学作品について文学理論を援用して研究したい人。また、関連領域としての英語教育・応用言

語学について学識を高めたい人。 
3. 研究者、教員、及び、高度な言語の知識や文学の理論を駆使した職業に就くことを目指す人。 

 

近畿大学教育方針 

総合文化研究科のアドミッションポリシー（入学者受入れ方針） 
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上記のポリシーを実現するため、英語英米文学専攻では志願者による研究計画書の審査や語学・専門分野に関する
試験などに加え、口頭試問を実施し、これらの結果を総合して合否判定を行います。 
 
文化・社会学専攻 
総合文化研究科文化・社会学専攻は、近畿大学の建学の精神である実学教育と人格の陶冶に則り、複雑化する現代
社会を理論と実践から的確に理解し、あるいは歴史の解明を通じて、現代社会の課題に取り組む人材を育成するた
め、以下のような意欲と能力を持つ志願者を受け入れます。 
 

1. 歴史、現代文化、社会、都市などの専門分野に興味を持ち、その研究を通して様々な人間の営みを根源
的に考察し、多角的に理解しようとする人。 

2. 専門分野に関する知識や技能の修得に加えて、諸科学を横断する柔軟で幅広い教養と豊かな創造力を身
につける意志を強く持ち、そのために必要な基礎学力を有する人。 

3. 分化された職能にとどまらず、総合的な思考力、判断力をもって文化や知識の発信を行い、国際社会や
地域社会で指導的役割を果たそうとする意欲を持つ人。 

 
上記のポリシーを実現するため、志願者による研究計画書の審査や語学・専門分野に関する試験などに加え、口頭
試問を実施し、これらの結果を統合して合否判定を行います。 
 
心理学専攻 
総合文化研究科心理学専攻は、近畿大学の建学の精神である実学教育と人格の陶冶に則り、科学的な態度と確かな
学識、論理的正当性に裏打ちされた、研究活動を行うだけでなく、人々のウェルビーイングおよび人間の生の基盤
である社会の改善・発展にとって必要な解決すべき問題を拾い上げ、その解決に貢献する人材の育成を目的として
います。したがって、以下のような意欲と能力を持つ志願者を受け入れます。 
 

1. 心理、臨床心理などの専門分野に興味を持ち、その研究を通して様々な人間の営みを根源的に考察し、
多角的に理解しようとする人。 

2. 専門分野に関する知識や技能の修得に加えて、諸科学を横断する柔軟で幅広い教養と豊かな創造力を身
につける意志を強く持ち、そのために必要な基礎学力を有する人。 

3. 分化された職能にとどまらず、総合的な思考力、判断力をもって文化や知識の発信を行い、国際社会や
地域社会で指導的役割を果たそうとする意欲を持つ人。 

 
上記のポリシーを達成するために、出願資格を明確に定め、年間 2 回の入学試験を実施します。入学試験では、
外国語（英語）能力に関する筆記試験と、専門分野の基本的知識および論理性や分析力を評価する筆記試験、そし
て心理学的関心、科学的思考力、研究活動や臨床活動に対する意欲等を評価するために、志願者による研究計画書
の審査や口頭試問を実施し、これらを総合的に評価し、入学者を選抜します。 
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１. 入学試験 
1-① 入学試験日程表 

入学定員 

【日本文学専攻】  4 名 
【英語英米文学専攻】3 名 
【文化・社会学専攻】8 名 
 歴史学コース/現代文化学コース/社会学コース/都市学コース 
【心理学専攻】   6 名 
 心理学コース/臨床心理学コース 

日程 9 月募集 2 月募集 
課程 修士課程 

入試種別 
■学内入学選考 
■一般入学選考 
■社会人入学選考 

■一般入学選考 
■社会人入学選考 

出願期間 令和 7年 7月 22日（火）～令和 7年 8月 1日（金） 令和 8年 1月 15日（木）～令和 8年 2月 4日（水） 
試験日 令和 7 年 9 月 13 日（土） 令和 8 年 2 月 21 日（土） 

合格発表日 令和 7 年 9 月 30 日（火） 令和 8 年 3 月 10 日（火） 
※1 募集人員は、学内入学選考・一般入学選考・社会人入学選考・外国人留学生入学選考の入学者を含みます。 

※2 心理学専攻の募集人員は、臨床心理学コースの募集人員 4 人を含みます。 
 

1-② 入試予備日 
台風・雪・地震等による災害その他特別な事情により、上記に定めた期日に実施できず、または完了しなかった試
験分については下記の試験予備日に実施します。この場合の合格発表日・手続期間は改めて試験実施日および合格
発表時に通知します。さらに予備日での実施が困難な場合は、状況が回復次第、できるだけ速やかに実施します。 
 

入学試験日 試験予備日 

令和 7 年 9 月 13 日（土） 令和 7 年 9 月 20 日（土） 

令和 8 年 2 月 21 日（土） 令和 8 年 2 月 28 日（土） 
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２. 出願資格 
【修士課程】 

2-① 学内入学選考（9月募集）  
令和 8 年 3 月文芸学部・総合社会学部を卒業見込みで演習指導教員の推薦する者。 

※別に定める成績基準を満たす者。 
※心理学専攻臨床心理学コースの出願者は、公認心理師の受験資格に必要とされる科目を全て修得している。 
または修得見込みの者に限る。 

 
2-② 一般入学選考（9月募集・2 月募集） 
次のいずれかに該当した者。 
（1） 大学の学部を卒業した者および令和 8 年 3 月卒業見込みの者。 
（2） 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者および令和 8 年 3 月までに学士の学位を授与

される見込みの者。 
（3） 外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者および令和 8 年 3 月修了見込みの者。 
（4） 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育に

おける 16 年の課程を修了した者および令和 8 年 3 月修了見込みの者。 
（5） 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了した

とされるものに限る）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であ
って、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者および令和 8 年 3 月修了見込みの者。 

（6） 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに
限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者および令和 8年 3月
修了見込みの者。 

（7） 文部科学大臣の指定した者。（昭和 28 年 2 月 7 日文部省告示 5 号） 
（8） 本大学院において個別の入学資格審査により、上記と同等以上の学力があると認めた者で 22 歳に達した

者および令和 8 年 3 月 31 日（月）までに達する者。 
（9） 本大学院において上記（1）と同等以上の学力があると認めた者。 

 

※なお、上記（7）、（8）または（9）に該当すると思われる者は、出願資格の有無を事前に審査しますので、出
願期日の 2 カ月前（2 月期は出願期日の 1 か月前）までに文芸学部学生センターまたは総合社会学部学生センタ
ーに相談し、「研究歴」「研究成果」等の審査に必要な書類を提出してください。 

※志願者は、出願する前に志望指導教員または志望指導教員が所属する学部の学生センターに相談のうえ出願する
こと。 

※心理学専攻臨床心理学コースの出願者は、公認心理師の受験資格に必要とされる科目を全て修得している、また
は修得見込みの者に限る。 
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2-③ 社会人入学選考（9 月募集・2月募集） 
次の（1）～（9）のいずれかに該当すると共に、（10）の条件を満たす者。 
（1） 大学の学部を卒業した者。 
（2） 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者。 
（3） 外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者。 
（4） 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育に

おける 16 年の課程を修了した者。 
（5） 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了した

とされるものに限る）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設で
あって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者。 

（6） 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに
限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者。 

（7） 文部科学大臣が指定した者。（昭和 28 年 2 月 7 日文部省告示 5 号） 
（8） 本大学院において個別の入学資格審査により、上記（1）と同等以上の学力があると認めた者で 22 歳に達

した者および令和 8 年 3 月 31 日（月）までに達する者。 
（9） 本大学院において上記（1）と同等以上の学力があると認めた者。 
（10）入学時において、（1）の大学卒業者は大学卒業後 3 年以上、（2）～（9）の該当者は、上記出願資格取

得後 3 年以上社会人としての生活経験を有する者。（なお、本入学選考に出願する場合、一般入学選考に
出願することはできない。） 

※志願者は、出願する前に志望指導教員または志望指導教員が所属する学部の学生センターに相談のうえ出願す 
ること。 

 
※心理学専攻臨床心理学コースの出願者は、公認心理師の受験資格に必要とされる科目全て修得済みであることが
望ましい。 

※なお、上記（7）、（8）または（9）に該当すると思われる者は、出願資格の有無を事前に審査しますので、出
願期日の 2 カ月前（2 月期は出願期日の 1 か月前）までに文芸学部学生センターまたは総合社会学部学生センタ
ーに相談し、「研究歴」「研究成果」等の審査に必要な書類を提出してください。 
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３. 出願書類 
下記の書類をそろえてご提出ください。 
【修士課程】 

出願書類 内容 

試験制度 
9 月期 2 月期 

学
内 

一
般 

社
会
人 

一
般 

社
会
人 

出願確認票 

インターネット出願サイトより画面の指示に従って必要な情報を入力し、
出願登録をしてください。出願写真データについては、10 ページ をご確
認ください。 
※紙での提出は不要です。 

〇 〇 〇 〇 〇 

履歴書 
下記【出願書類データ】よりダウンロードし、必要事項を記入もしくは入
力すること。 

〇 〇 〇 〇 〇 

卒業（見込）証明書 
出願 3 ヵ月以内に発行したもの。 
大学院修了（見込）者は学部および大学院の証明書を提出してください。 
※ただし、外国の学校の場合は、発行日の記載がなくても認める。 

〇 〇 〇 〇 〇 

成績証明書 
出願 3 ヵ月以内に発行したもの。 
大学院修了（見込）者は学部および大学院の証明書を提出してください。 
※ただし、外国の学校の場合は、発行日の記載がなくても認める。 

〇 〇 〇 〇 〇 

推薦書 下記【出願書類データ】よりダウンロードし、学長宛で提出すること。 〇 － － － － 

宛名ラベル（A4） 
インターネット出願サイトより宛名ラベル（A4）を印刷し、 
封筒に貼付してください。 
宛名には、総合文化研究科の書類送付先を記入してください。 

〇 〇 〇 〇 〇 

在職証明書（書式自由） 
3 年以上在職経験があることを証明する書類または社会人としての生活経
験を自己申告する書類。 

－ － 〇 － 〇 

研究計画書 
下記【出願書類データ】よりダウンロードし、志望専修科⽬に関しての
｢研究計画書」（1200 字程度）を記入もしくは入力すること。 

〇 〇 〇 〇 〇 

【出願書類データ】 
https://www.kindai.ac.jp/graduate/exam/requirements/document/ 
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４. 選考方法 
■試験は東大阪キャンパスで実施いたします。受験票に教室名を記載しておりますのでご確認ください。 
【修士課程】 
4-① 学内入学選考（9月募集） 
学力試験、口頭試問、学部の成績等を総合して合否を決定します。 

専 攻 
専門科目 口頭試問 

13：00～14：00 14：30～ 
日本文学専攻 

各コースの専門分野に 
関する論述試験 

主として「研究計画書」について 
英語英米文学専攻 
文化・社会学専攻 

心理学専攻 
（1） 専門科目について. 

• 専門科目については、辞書の使用は認めません。 
• 英語英米文学専攻では、「英語」の語学力試験と専門分野に関する試験をします。 

 
4-② 一般入学選考（9 月募集・2月募集） 
学力試験、口頭試問等を総合して合否を決定します。 

専 攻 
専門科目 外国語 口頭試問 

10:00～12:00 13:00～14:00 14:30～ 

日本文学専攻 

各コースの専門分野に 
関する論述試験 

英 語 
（外国人留学生のみ「日本語」選択可） 

主として「研究計画
書」について 

英語英米文学専攻 
英語・仏語・独語・中国語のうち 

1 科目選択 

文化・社会学専攻 
英語・仏語・独語・中国語のうち 

1 科目選択（歴史学コースのみ 
「古典日本語（古文書）」可） 

心理学専攻 
英 語 

（英語を母国語とする 
外国人留学生のみ「日本語」選択可） 

（1）専門科目について 
・専門科目については、辞書の使用を認めません。 
・英語英米文学専攻では、「英語」の語学力試験と専門分野に関する試験をします。 
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（2）外国語について 
専攻 コース 外国語 辞書の持ち込み 

日本文学専攻 
言語・文学コース 
創作・批評コース 

英 語 
可 

日本語（外国人留学生のみ） 

英語英米文学専攻 ― 
英 語 不可 

仏語・独語・中国語 可 

文化・社会学専攻 

歴史学コース 

英 語 不可 

仏語・独語・中国 可 

古典日本語（古文書） 不可 

現代文化学コース 
社会学コース 
都市学コース 

英 語 不可 

仏語・独語・中国語 可 

心理学専攻 
心理学コース 

臨床心理学コース 

英 語 
不可 

日本語 
（英語を母国語とする外国人留学生のみ） 

 
・辞書の持ち込みが認められている科目については、辞書 1 冊に限り持ち込みを認めます。（ただし、電子辞書は不可） 
・外国人留学生は、母国語以外の言語を選択してください。 
 
■インターネット出願入力時の注意事項 
１.「受験科目」（外国語）欄には、選択する外国語 1 科目を入力してください。 
 
4-③ 社会人入学選考（9 月募集・2月募集） 
研究計画書、学力試験、口頭試問を総合して合否を決定します。 

専 攻 
専門科目 口頭試問 

13：00～14：00 14：30～ 
日本文学専攻 

各コースの専門分野に 
関する論述試験 

主として「研究計画書」について 
英語英米文学専攻 

文化・社会学専攻 

心理学専攻 
（1）専門科目について 

・専門科目については、辞書の使用を認めません。 
・英語英米文学専攻では、「英語」の語学力試験と専門分野に関する試験をします。 
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５. その他 
【書類送付先・問い合わせ先】  
〒577-8502 大阪府東大阪市小若江 3-4-1  

書類送付先・問い合わせ先 電話番号 

文芸学部学生センター A 館 1 階 （06）4307-3061 

総合社会学部学生センター G 館 1 階 （06）4307-3062 

 
 

【近畿大学大学院 研究科・専攻 設置年】 
研究科 専攻 設置年 

総合文化研究科 

日本文学専攻 （ 修士・平成 26 年） 
英語英米文学専攻 （ 修士・平成 26 年） 
文化・社会学専攻 （ 修士・平成 26 年） 

心理学専攻 （ 修士・平成 26 年） 

 
【研究科・専攻・課程・授与する学位】 

研究科 専攻 課程 
授与する学位 

修 士 

総合文化研究科 

日本文学専攻 修士課程 修士（文学） 
英語英米文学専攻 修士課程 修士（文学） 

文化・社会学専攻 修士課程 
修士（文化学） 
修士（社会学） 

心理学専攻 修士課程 修士（心理学） 

 
【アクセス】 
 ・東大阪キャンパスまでの交通アクセス 
  近鉄大阪線・長瀬駅から徒歩約 10 分 
  近鉄奈良線・八戸ノ里駅から徒歩約 20 分、バス約 6 分 
  URL：https://www.kindai.ac.jp/access/  
   
 ・キャンパスマップ（東大阪キャンパス） 
  URL：https://www.kindai.ac.jp/about-kindai/campus-guide/higashi-osaka/ 
 
 ・ノートパソコン必携化 
  URL：https://www.kindai.ac.jp/for-students/laptop/ 
  

 

キャンパスマップ 
（ホームページ） 

 
ノートパソコン 

必携化 
（ホームページ） 

 

交通アクセス 
（ホームページ） 

https://www.kindai.ac.jp/access/
https://www.kindai.ac.jp/about-kindai/campus-guide/higashi-osaka/
https://www.kindai.ac.jp/for-students/laptop/


近畿大学大学院

文芸学部学生センター 
東 大 阪 市 小 若 江 3 - 4 - 1 
T E L ：（ 0 6 ） 4 3 0 7 - 3 0 6 1 
Mail：bun-kym@itp.kindai.ac.jp 

総合社会学部学生センター
東 大 阪 市 小 若 江 3 - 4 - 1 
T E L ：（ 0 6 ） 4 3 0 7 - 3 0 6 2  
Mail：sougousyakai@itp.kindai.ac.jp  

mailto:bun-kym@itp.kindai.ac.jp

	アドミッションポリシー
	１.　入学試験
	２.　出願資格
	３.　出願書類
	４.　選考方法
	５.　その他

